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予定された雑草取りは、台風接近のため中止となりました。 

水田の現況をお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

近隣の水田です。苗は夏の日差しを受け、順調に成長しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

東側の試験農場です。田植えの時期は私たちより先でした。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

私たちの水田です。苗は、大きく育ちました。 収穫は ？ 

ビニールハウスはハッパ会長さんの所有で、イチゴが栽培されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

水田は「土用干し」と云って、水を落とします。 

しっかりとした根を育てます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

田植の時、指先で植えた苗、今では株別れを経、みた通りの本数になって 

います。 この後、茎先に花を付け、実がなり、お米になります。 

品種は「はるみ」。全国的にもおいしく、評価は「特Ａ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

背丈のそろったイネの上に伸びた草。これが雑草（イネにとっては）です。 

イネの生育や収穫の妨げになってしまいます。雑草取りの対象です。 

粟（あわ）、稗（ひえ）は水田に生育し、お米以外のめいわく植物です。 



 

「もや」がかかり鮮明ではありませんが、丹沢山系の一部 相模大山です。 

大山の姿は、神奈川県を代表する水田地帯とよくマッチしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   暑い夏に開花する「サルスベリ」 

  花菜ガーデンの周回道路脇に咲いて 

いました。 

 



 

 


